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● 平成２6年松本広域連合議会　第１回臨時会
● 介護認定審査及び障害程度区分認定審査判定状況
● 人事行政の運営等の状況の公表
● 市村情報
● 松本地域ふるさと基金事業
● ふるさとの魅力再発見　Vol.18
● 信州まつもと空港
● 松本広域消防局からのお知らせ

御嶽山噴火災害における特別救助隊の活動状況（松本広域消防局） 平成26.10.1現在

175,226
432,410

211,681 220,729
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７
月
１
日
、
平
成
26
年
松
本
広
域
連
合

議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
新
た
に
常
任
委
員

が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
で
の
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

  

◆
議　

長　
　
　

太
田　

更
三

  

◆
副
議
長　
　
　

五
味　

東
条

  

◆
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
構
成

（
◎
印
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長
）

　

総
務
民
生
委
員
会　

12
人

◎
中
澤　

幸
弘　

○
阿
部　

功
祐

　

小
松　

芳
樹　
　

平
沢　

恒
雄

　

中
村　
　

努　
　

上
條　

俊
策

　

中
田　

善
雄　
　

五
味　

東
条

　

宮
下　

明
博　
　

白
川　

延
子

　

太
田　

更
三　
　

村
瀬　

元
良

　

消
防
委
員
会　

12
人

◎
松
澤　

好
哲　

○
中
原　

輝
明

　

柿
澤　
　

潔　
　

小
林　

弘
明

　

上
條　

俊
道　
　

荻
原　

勝
昭

　

太
田　

典
男　
　

永
田　

公
由

　

赤
羽　

正
弘　
　

前
山　

健
治

　

尾
岸　

健
史　
　

内
川　

集
雄

　

議
会
運
営
委
員
会　

５
人

◎
白
川　

延
子　

○
永
田　

公
由

　

小
林　

弘
明　
　

荻
原　

勝
昭

　

上
條　

俊
策

　

平
成
26
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
１
回

臨
時
会
に
は
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
又
は
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

  

◆
提
出
案
件（
３
件
）

・
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
議
案
第
２
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
消
防
吏
員
用

防
火
衣
）

・
報
第
１
号

　

平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

平
成
２6
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
を
開
催

　

要
介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、前
年
度

に
比
べ
34
件
減
の
１
万
９
千
５
０
８
件
、生
活
保

護
法
に
基
づ
く
介
護
扶
助
実
施
に
係
る
委
託
審

査
は
45
件
で
し
た
。

　

介
護
認
定
審
査
件
数
に
つ
い
て
は
、制
度
の
浸

透
等
に
よ
り
、こ
こ
数
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
各
種
会
議
や
研
修
等
を
通
じ
て
、要

介
護
認
定
調
査
に
係
る
調
査
基
準
の
平
準
化
を

図
る
と
と
も
に
、公
平
・
公
正
か
つ
適
正
な
介
護

認
定
審
査
会
の
運
営
と
円
滑
な
事
務
処
理
に
努

め
ま
す
。

松
本
広
域
連
合
で
は
、関
係
市
村
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、介
護
認
定
審
査
及
び
※

障
害
程
度
区
分
認

定
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
判
定
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
か
ら
は
法
改
正
に
伴
い「
障
害
支

援
区
分
認
定
審
査
会
」に
名
称
変
更
し
て
い
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
及
び

障
害
程
度
区
分
認
定
審
査

�

判
定
状
況

●介護認定審査●

●障害程度区分認定審査●

※上記の表は、通常審査の件数と構成比を示したもの（訓練等給付個別審査を除く）です。

審査会開催回数　39回

審査会開催回数　480回

　

障
害
程
度
区
分
の
審
査
判
定
件
数
は
、前
年

度
に
比
べ
２
３
９
件
減
の
７
６
３
件
、訓
練
等
給

付
個
別
審
査
は
９
件
で
し
た
。

　

障
害
程
度
区
分
の
認
定
期
間
は
36
カ
月
、制

度
開
始
初
年
度
に
申
請
件
数
が
集
中
し
、３
年

毎
に
審
査
件
数
が
増
加
す
る
サ
イ
ク
ル
と
な
る

た
め
、前
年
度（
平
成
24
年
度
）は
一
時
的
に
件
数

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
、法
改
正
に
伴
い
調
査
・

判
定
基
準
も
変
更
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、適
正
な
審
査
・
判

定
事
務
に
努
め
ま
す
。

要介護1
2,945件
（15.1%)

要介護3
2,544件
（13.0%)

要介護4
2,221件
（11.4%)

要介護5
2,081件
（10.7%)

非該当
46件

（0.2%)

要介護2
3,146件
（16.1%)

要支援2
3,819件
（19.6%)

要支援1
2,706件
（13.9%)

平成25年度
審査件数
計19,508件

区分3
99件

（13.0%)

区分2
215件

（28.2%)

区分4
87件

（11.4%)

区分5
119件

（15.6%)

区分6
143件

（18.7%)

非該当
1件

（0.1%)

平成25年度
審査件数
計763件

区分1
99件

（13.0%)

区　分
自　立

要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
合　計

審査件数
46

2,706
3,819
2,945
3,146
2,544
2,221
2,081

19,508

区　分
自　立
区分１
区分２
区分３
区分４
区分５
区分６
合　計

審査件数
1

99
215

99
87

119
143
763
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○職員の初任給の状況（平成25年4月1日 現在）
区　分

172,200円
140,100円

178,800円
144,500円

163,986円（172,200円）
133,417円（140,100円）

上　級
初　級

松本広域連合 長　野　県 国

※区分は採用区分で、国及び県では、上級区分を大卒、初級区分は高卒です。
※国欄における括弧書きは、給与改定特例法による措置がないとした場合の値（減額前）です。

○職員手当の状況
　期末手当・勤勉手当（平成25年度）

区　分
支　給　割　合

期末手当 勤勉手当
1.225月分
1.375月分

2.60月分

0.675月分
0.675月分

1.35月分

6月期
12月期

計
※職務の級による加算措置があります。

　退職手当の支給割合（平成25年度）

区　分
支　給　率

自己都合 勧奨・定年
23.03月分
32.83月分
40.67月分
55.86月分

28.7875月分
38.955  月分
47.775  月分
55.86    月分

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額

　特殊勤務手当の状況（平成25年度）
区　分 内　容　等

96.5%（389人）
170,300円
３種類
出動手当・夜間消防手当・特定行為手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
特殊勤務手当の種類
特殊勤務手当の名称

　時間外勤務手当（平成25年度）
区　分 支　給　額

8,703万1千円
21万6千円

支給総額
支給職員1人当たり平均支給年額

人事行政の運営等の状況の公表
　人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした「松本広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員数・給与・福利厚生・研修などの状況について公表します。

○職員数 ○採用及び退職の状況
1　職員数及び任免の状況

部門
職員数

平成25年 平成26年
一般行政
消　　防
合　　計

11人
392人
403人

0人
0人
0人

対前年
増減数

平成26年度採用者数
平成25年度退職者数

増　　　減

22人
22人

0人

○人件費の状況（一般会計決算）
2　職員の給与の状況

歳 出 額 （Ａ）区　分
55億1,479万円平成25年度

人 件 費 （Ｂ）
34億7,969万円 63.1%

人件費率（Ｂ/Ａ）

※職員数は非常勤職員を除きます。

※人件費には、特別職に支給される報酬等を含みます。

○職員給与費の状況（一般会計決算）

給　料 職 員 手 当
区　分 職員数

（Ａ）
14億3,364万円

25億0,244万円
平成25年度

給与費 計（Ｂ）
403人

給　　与　　費
（内 期末・勤勉手当）

10億6,880万円 （5億1,933万円）
620万9千円

１人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

※給与費には共済費、退職手当を含みません。

○職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成25年4月1日 現在）
区　分

301,339円
343,594円

377,027円
398,524円

39.3歳
45.3歳

松本広域連合
長　 野　 県

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

※給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の諸手当を加えた額です。

11人
392人
403人
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○職員共済会の設置及び活動状況
　地方公務員法第42条に基づく職員の保健、元気回復
その他厚生に関する事項を実施するため、松本広域連
合職員共済会を設置し、保健保養、教養、体育振興な
どの事業を行っています。
　職員共済会は、職員からの月会費（給料月額の
3.0/1000）と広域連合補助金（給料の2.5/1000）によ
り運営されています。

※共同研修の延べ受講者数には、関係市村からの受講者は
含まれません。

○職員の勤務評定の状況　　年1回

○その他の手当の状況（平成25年4月1日 現在）
区　分

○勤務時間
3　職員の勤務時間その他の勤務状況

勤務時間
日　勤
当　番

午前8時30分から午後5時15分まで
午前8時30分から翌日の午前8時30分まで	

○分限処分　１件
○懲戒処分　なし

4　職員の分限処分及び懲戒処分の状況（平成25年度）

区　　分 延べ受講者数研修内容
講演会等
教養実務研修
消防実務研修

塩尻消防署に配備された屈折はしご付消防ポンプ自動車

108人
201人

31人

共同研修

一般研修

○職員の研修の状況
5　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成25年度）

健康診断 特定業務従事者検診 人間ドック
244人 23人367人

6　職員の福祉及び利益の保護の状況（平成25年度）

※特定業務従事者健診（6ヵ月ごと1回）
　深夜業などの特定業務に従事する職員を対象
○公務災害の認定	 ２件
○勤務条件に関する措置の要求の状況	 なし
○不利益処分に関する不服申し立ての状況	 なし

平成25年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
　松本広域連合では、開かれた行政を目指して、情報公開の推進と住民の皆さんの個人情報の適正な取扱いに努めています。

１　情報公開の実施状況� （件）

実施機関 不服申立
非公開 取下げ 不存在部分公開公開

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

3
0
0
0
0
3

0
0
0
0
0
0

3
0
0
0
0
3

広域連合長
議会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会

合　　計

実施機関 不服申立
非開示 取下げ 不存在部分開示開示

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

4
0
0
0
0
4

4
0
0
0
0
4

8
0
0
0
0
8

広域連合長
議会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会

合　　計

2　個人情報保護の実施状況� （件）

お問い合わせ先　松本広域連合事務局総務課　TEL87-5460

○年次休暇の取得状況
　平成25年中  平均11.52日

※この他、管理職手当、寒冷地手当等の手当が支給されます。

○健康診断などの実施状況

内　　容　　等
他に生計の手段がなく、主に職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
地域の民間賃金水準を給与に適切に反映するよう、民間賃金水準との調整を図るため支給されます。
借家等に居住し、一定額を超える家賃などを支払っている職員に支給されます。
公共交通機関等を利用、または交通用具を使用して通勤する職員に支給されます。

扶養手当
地域手当
住居手当
通勤手当
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～
人
権
を
「
誰
か
」
の
問
題
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
み
ん
な
で
考
え
よ
う
人
権
の
こ
と
～

期
日
：
平
成
26
年
11
月
29
日
（
土
）

場
所
：
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
６
Ｆ
ホ
ー
ル
、

　
　
　

松
本
パ
ル
コ
３
Ｆ
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容
：

【
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
会
場
】
手
話
通
訳

　

要
約
筆
記
、 

託
児
（
要
予
約
）
あ
り

■
午
後
１
時
30
分
〜

・
松
本
市
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式
、
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
松
本
市
入
賞

者
表
彰
式
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
長
野
県
大
会
表
彰
式
、
作
文
朗
読

■
午
後
３
時
〜

・
人
権
ト
ー
ク

　

「
お
ぐ
ね
ー
の
私
ら
し
く
生
き
る
」

　
　

講
師　

小
椋 

ケ
ン
イ
チ 

さ
ん

　

明
治
７
年
10
月
22
日
、
大
池
、
小
坂
、
竹

田
の
３
村
が
合
併
し
て
山
形
村
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

今
年
が
１
４
０
年
の
節
目
の
年
と
な
り
、

「
信
州
山
の
日
」
の
制
定
記
念
と
併
せ
て
山

形
村
の
「
て
っ
ぺ
ん
」
（
最
高
地
点
）
と
な

【
松
本
パ
ル
コ
会
場
】
手
話
通
訳
あ
り

■
午
前
11
時
〜

・
Ｆ
Ｍ
長
野
「Saturday D

」
公
開
生
放
送

■
午
後
１
時
〜

・
多
文
化
共
生
の
ス
テ
ー
ジ

　

「
（
ｅ
）
Ｔ
ａ
ｒ
ｏ　

Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
」

�

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
伝
統
音
楽

　

「
友
か
ら
」
タ
イ
の
民
族
舞
踊

主
催
：
長
野
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
、
松
本
市
、
松
本
市
教
育

委
員
会

共 

催
：
松
本
・
木
曽
・
大
町
地
域
人
権
啓
発

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、
松
本

市
地
区
人
権
啓
発
推
進
連
絡
協
議
会
、

松
本
市
企
業
人
権
啓
発
推
進
連
絡
協

議
会
、
部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立

要
求
松
本
市
実
行
委
員
会

る
、
松
本
市
・
朝
日
村
と
の
境
に
ケ
ル
ン
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

材
料
の
石
や
セ
メ
ン
ト
は
、
協
力
を
募
っ

た
住
民
に
運
び
上
げ
て
も
ら
い
協
働
の
事
業

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
元
気
の
で
る
鐘
」、標
高
１
７
４
８
・
５

メ
ー
ト
ル
。
一
度
登
っ
て
み
て
下
さ
い
。

　

ス
カ
イ
ラ
ン
ド
き
よ
み
ず
か
ら
お
よ
そ
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
登
山
口
ま
で
車
で
行
き
、

１
時
間
30
分
ほ
ど
で
「
元
気
の
で
る
鐘
」
に

到
着
で
き
る
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で

す
。
途
中
の
展
望
台
で
は
、
天
気
が
よ
け
れ

ば
槍
ヶ
岳
や
穂
高
連
峰
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

40
分
ほ
ど
で
下
山
で
き
る
、
登
山
と
い
う

よ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
の
コ
ー
ス
で
す
。

お
問
合
せ
先
：

　

山
形
村
役
場

　

電
話　

０
２
６
３

－

９
８

－

３
１
１
１

◆
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

（
松
本
市
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い
）

�

（
松
本
市
）

◆
山
形
村
は

　

開
村
１
４
０
周
年
を

　

迎
え
ま
し
た�

（
山
形
村
）

市
村
情
報

小椋 ケンイチ さん

元気のでる鐘

お問合せ先：
　長野県 県民文化部
　　人権・男女共同参画課
　　☎０２６－２３５－７１０６
託児の申込先：
　松本市 人権・男女共生課
　　☎０２６３－３９－１１０５

山形村イメージキャラクター
「やまっち」
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松
本
広
域

連
合
で
は
、

松
本
地
域
８

市
村
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る

「
松
本
地
域

誘
客
促
進
観

光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
て
い

ま
す
。

　

松
本
地
域

に
足
を
運
び

や
す
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
並
び
に
中
央
自
動
車
道

沿
線
の
東
京
多
摩
地
域
の
住
民
を
中
心
に
、

県
内
外
に
向
け
て
観
光
情
報
を
掲
載
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
等
に
よ
る
誘
客
を
展
開

し
、
８
市
村
の
特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
が
当

た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
プ

レ
ゼ
ン
ト
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
摩
地
域
の
Ｊ
Ｒ
各
駅
や
中
央
自

　

松
本
広
域
連
合
で
は
、
松
本
地
域
８
市
村

に
数
多
く
存
在
す
る
歴
史
・
文
化
施
設
、
自

然
等
を
訪
ね
、
地
元
に
住
ん
で
い
て
知
っ
て

は
い
る
け
れ
ど
も
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
地
域

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
探
訪
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
２
年
か
ら
実
施
し
、
毎

回
定
員
（
80
名
：
大
型
バ
ス
２
台
分
）
を
上

回
る
人
気
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

39
回
目
の
旅
は
６
月
18
日
㈬
に
松
本
市
を

訪
れ
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

環
境
省
が
選
定
し
た
「
平
成
の
名
水
百

選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
「
ま
つ
も
と
城
下

町
湧
水
群
」
を
「
ま
つ
も
と
ま
ち
な
か
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
の
皆
様
の
案
内
に

動
車
道
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
で
誘
客
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
「
信
州
松
本
地
域
」
を
直

接
Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
業
を
積
極
的
に
実
施

し
、８
市
村
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
広
域
的
観

光
誘
客
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
期
間
】

　

平
成
26
年
９
月
１
日
㈪
か
ら
11
月
30
日
㈰

　

３
ヶ
月
間

【
内
容
】

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
信
州

松
本
エ
リ
ア
み
ど
こ
ろ
ナ
ビ
」
の
配
布

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画

・
合
計
２
０
０
名
様
に
松
本
地
域
の
特

産
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

・
メ
デ
ィ
ア
等
（
新
聞
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

等
）
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

・
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
（
Ｊ
Ｒ
中
央

線
立
川
駅
ほ
か
）

よ
り
散
策
し
、
魅
力
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
他
に
は
「
松
本
市
時
計
博
物
館
」
、

「
国
宝
松
本
城
」
、
「
松
本
市
美
術
館
」
を

見
学
し
、
昼
食
は
「
石
井
味
噌
」
で
味
噌
蔵

の
見
学
と
信
州
味
噌
を
使
用
し
た
昼
食
を
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
の
皆
様
に
、
日
頃
地
元
に

住
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
訪
れ
た
こ
と
の
な

い
ふ
る
さ
と
の
新
た
な
魅
力
が
発
見
で
き
た

と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
は
年
２
回

（
春
・
秋
）
の
予
定
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
様
も
ふ
る
さ
と
の
魅
力
の
再
発
見
の
旅
に

で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
な
お
、
今
年
度
２
回
目
（
第
40
回
）
は
10

月
７
日
㈫
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
）

「
松
本
地
域
誘
客
促
進
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
の
お
知
ら
せ

「
第
39
回
ふ
る
さ
と
探
訪
」～
城
下
町
ま
つ
も
と
を
巡
る
～
を
実
施
し
ま
し
た
。

松
本
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
事
業

PRイベントの実施（JR中央線立川駅）

長野県観光PRキャラクター「アルクマ」
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Vol.18

山
形
村
の
長
い
も
と
新
そ
ば

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

　

11
月
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
食

欲
の
秋
…
人
そ
れ
ぞ
れ
、
秋
は
色
々
あ
り
ま

す
が
、
山
形
村
で
は
長
い
も
と
新
そ
ば
の
秋

で
す
。

　

山
形
村
の
特
産
品
で
あ
る
長
い
も
の
掘
り

取
り
は
、
例
年
、
紅
葉
も
終
わ
り
葉
っ
ぱ
も

落
ち
た
11
月
初
旬
に
始
ま
り
ま
す
。
周
辺
を

取
り
巻
く
豊
か
な
自
然
や
火
山
灰
土
の
肥
沃

な
農
地
に
育
て
ら
れ
た
長
い
も
は
、
県
内
外

の
お
客
様
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

お
す
す
め
の
食
べ
方
の
ひ
と
つ
、
と
ろ
ろ

に
し
た
と
き
の
甘
み
の
あ
る
濃
厚
な
味
と
、

驚
く
ほ
ど
の
粘
り
強
さ
は
、
あ
つ
あ
つ
ご
飯

と
の
相
性
ぴ
っ
た
り
で
、
い
つ
も
以
上
に
ご

飯
が
進
み
ま
す
。

　

ま
た
、
山
形
村
の
も
う
一
つ
の
特
産
で
あ

る
そ
ば
も
、
同
じ
頃
に
そ
の
年
に
採
れ
た
そ

ば
粉
を
使
っ
た
新
そ
ば
が
出
回
り
始
め
ま
す
。

村
内
集
落
か
ら
清
水
高
原
へ
と
抜
け
る
唐
沢

地
区
に
は
、
昔
か
ら
民
家
で
お
客
に
お
そ
ば

を
振
る
舞
っ
て
い
た
お
店
が
軒
を
連
ね
る

「
唐
沢
そ
ば
集
落
」
が
あ
り
ま
す
。

　

お
店
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
だ
わ
り
の
あ
る
お
そ

ば
が
提
供
さ
れ
、
そ
ば
好
き
の
リ
ピ
ー
タ
ー

が
沢
山
訪
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
山
形

村
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や

ま
っ
ち
」
と
そ
ば
が
コ
ラ
ボ
し
た
「
や
ま
っ

ち
そ
ば
」
が
人
気
で
す
。
冷

た
く
冷
え
た
お
そ
ば
の
上
に

麺
状
に
切
っ
た
長
い
も
が
の

せ
ら
れ
て
お
り
、
ツ
ル
ツ
ル

＆
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
食
感
が

た
ま
ら
な
く
、
そ
ば
つ
ゆ
と

の
相
性
も
抜
群
で
す
。

　

こ
の
秋
は
、
山
形
村
で

「
や
ま
っ
ち
そ
ば
」
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
長
い
も
を

買
っ
て
帰
る
な
ん
て
楽
し
み

方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山形村イメージキャラクター
「やまっち」

◀「やまっちそば」

「ながいも」▶
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信州まつもと空港地元利用促進協議会から

～冬期利用促進助成金交付制度のご案内～～冬期利用促進助成金交付制度のご案内～

■助成内容

■助成要件

■申請方法

申込先着６００名

平成27年3月6日㈮

⑴ 路線要件　次の信州まつもと空港発着定期便を往復で利用すること。
① 松本⇒札幌 211便（松本発12:15→札幌着13:45）　　② 札幌⇒松本 212便（札幌発14:15→松本着16:00）　　
③ 松本⇒福岡 203便（松本発16:30→福岡着18:20）　　④ 福岡⇒松本 202便（福岡発10:25→松本着11:50）
※ 空港発着時刻は、平成26年10月26日～平成27年３月28日の運航ダイヤです。

⑵ 発券要件　個人券であること。（団体券は対象外となります。）

⑴ 搭乗後、代表者が所定の申請用紙に搭乗を証明できるもの（名前の入った申請する人数分の搭乗券）を添付して、
　 次の協議会事務局にお申し込みください。

⑵ 次の協議会加盟の旅行代理店で航空券類を購入した場合

■お問い合わせ
信州まつもと空港地元利用促進協議会事務局
〒390-0874　松本市大手3-8-13　松本市役所観光温泉課内　TEL 0263-34-8307
※ お問い合わせは、平日（土日、祝日を除く）の9時～17時の間にお願いします。

搭乗後、代表者が所定の申込用紙に搭乗券を添付して、お買い求めいただいた旅行代理店にお申し込みください。
旅行代理店から規定の助成金をお支払いします。
※ 詳しくは協議会加盟旅行代理店にお問い合わせください。

⑶ 住所要件　次のいずれかに該当すること。
① 松本市・塩尻市・大町市・安曇野市・池田町・筑北村・麻績村・生坂村・山形村・朝日村・松川村・白馬村・小谷村
  （以上４市１町８村）にお住まいの方
② 上記の市町村区域内に通勤又は通学する方　　　

⑷ 人数要件　前項までに該当する者が２名以上いるグループ等であること。（ただし、有償旅客者に限る。）

※ 助成金は、以下の全ての要件を満たしているとき、要件を満たしている人数分交付されます。

2名以上でご利用の場合……１名あたり往復５，０００円

平成26年11月1日㈯～平成27年2月28日㈯
（注意）期間内であっても600名に達した時点で終了とさせていただきます。

● 〒390-0874 松本市大手3-8-13 松本市役所観光温泉課内 TEL 0263-34-8307
● 〒399-0737 塩尻市大門8-13-10 塩尻市観光協会内 TEL 0263-54-2001
● 〒398-8601 大町市大町3887 大町市役所観光課内 TEL 0261-22-0420
● 〒399-8303 安曇野市穂高6658 安曇野市役所観光交流促進課内 TEL 0263-82-3131

● ＪＴＢ中部松本支店 TEL 0263-35-3311 ● 日本旅行松本支店 TEL 0263-34-5555
● トップツアー松本支店 TEL 0263-36-3535 ● 近畿日本ツーリスト松本支店 TEL 0263-35-0386
● 農協観光松本支店 TEL 0263-51-0250 ● 長野トラベル松本支店 TEL 0263-28-8211
● アルピコ観光サービス松本支店 TEL 0263-32-0751

注意
事項

　⑴　窓口での申請のみとなり、郵送による申請はできません。
　⑵　団体券は対象外となります。（申請には個人名の入った搭乗券が必要です。）
　⑶　搭乗券を紛失した場合は、搭乗証明（信州まつもと空港の搭乗カウンターで発行）を添付してください。
　⑷　旅行の取消しや欠航の場合は、助成の対象となりません。
　⑸　片道が欠航した場合は欠航証明書を添付してください。片道分の2,500円が対象となります。

対 象 人 数

対象となる搭乗期間

申 請 期 限

助 成 金 額

信州まつもと空港地元利用促進協議会では、冬期のさらなる空港利用促進を図ることを目的に、
期間内2名以上のグループ等で信州まつもと空港を往復で利用した方に助成金を交付します。
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　　　　　松本広域連合火災予防条例で※1多くの人が集まる催しにおいて※2対象火気器具を使用する場合に次の

事項が義務付けられました。（平成26年８月１日施行）

１　「露店等の開設届出書」を消防署長へ提出する

　　　申請者は、主催者又は露店開設者のいずれかになります。

　届出書は松本広域消防局のホームページでダウンロードできますので、対象火気器具を使用する露店等の

開設場所及び消火器の設置場所の略図を添付して、消防署長に提出してください。

２　消火器を設置する

　対象火気器具を使用する露店等１店舗につ

き消火器１本を設置してください。

　近接している露店は、歩行距離20メートル

以内の範囲については消火器を共有すること

を妨げません。

※１　多くの人が集まる催しとは

　屋外において祭礼、縁日、花火大会、展示会等で人が集合することにより混雑が生じ、火災が発生した場

合の危険性が高まる催し

※２　対象火気器具とは

　　⑴　気体、液体、又は固体燃料を使用する器具

　　⑵　電気を熱源とする器具

お祭りの屋台！「届出」と「消火器」が必要になります

○　平成25年中のホームタンクからの灯油流出事故は長野県で52

件発生しており、松本広域連合管内においても９件発生してい

ます。その原因は、小分け中にその場を離れたものが４件と最

も多くなっています。

○　灯油をあふれさせると、土壌や河川の汚染など重大な被害を

引き起こすことがあります。

ホームタンクからの灯油流出事故を防ぐためには
○　小分け中は絶対にその場を離れないようにしましょう！

○　防油堤（受け皿）を設置しましょう！

○　小分け後は必ずバルブを閉めて確認しましょう！

※　松本広域連合火災予防条例により、灯油を200リットル以上貯蔵できるホームタンクには防

油堤を設置する必要があります。

ホームタンクからの灯油流出事故急増!!
その場を離れないで！

事故防止対策
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　11月９日から11月15日まで、全国一斉に秋の火災予防運動が

実施されます。

　家庭や職場でも「火の用心」を心がけ、火災のない街づくりに

ご協力ください。

　これから徐々に寒くなり、暖房器具などを使用する機会が増

えます。ストーブに給油するときは必ず火を消してから給油しま

しょう。

平成26年９月３日から５日まで、松本広域消防局特別救助隊は、塩尻消防署で「トンネル内交通救助訓練」を

実施しました。

今回は、ブラインド型訓練ということで、活動隊員には災害の内容を一切知らせずに訓練を開始しました。

塩尻消防署の車庫をトンネルと見立て、車両や訓練用ダミーのほか、発煙筒や騒音装置により現場さながらの

状況が作り上げられましたが、救助隊は、トンネル内

という特殊な環境に対応するため、事故の全体像、活

動上の危険、負傷者の数といった情報を素早く集め、

現場指揮のもと救助活動や応援要請、二次災害の防止

を行いました。

今後も、住民の安心・安全を守る、人命救助の最後

の砦として、救助技術の向上を図っていきます。

秋の火災予防運動実施

トンネル内交通救助訓練を実施しました

もういいかい　火を消すまでは
　　　まあだだよ� （平成26年度全国統一防火標語）
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救急出場状況� 平成２6年８月末現在
　松本広域消防局管内における８月末現在の救急出場件数は11,068件で、前年同期と比較して134件（1.2%）の

増加となっています。

　事故種別では、急病によるものが7,207件と最も多く、全体の約65%を占めています。

　また、６月から８月までの３ヵ月で、熱中症の疑いで搬送された方は99人で、前年同期と比較して５人減少して

います。

　積極的に応急手当講習会を開催するなど、救命への取り組みが模範的な事業所や団体等に対して表彰状を

贈呈しました。

　■ 社会福祉法人 ハーモニー 様

　■ 岡田児童センター 様

　■ 長野県寿台養護学校 様

　■ 学校法人 松商学園 松本大学 様

　■ 踏入区自主防災 様

　■ 下押野区自主防災隊 様

　■ 山形村下竹田子ども会育成会 様

★救急救護活動に協力した、１事業所と個人６名に感謝状を贈呈しました。

・松本市のホテル翔峰では、70代男性が宴会中に突然倒れて心肺停止となりましたが、ホテル従業員が協力

して、救急車の到着前にAED（自動体外式除

細動器）を使うなどの適切な救命処置を行っ

た結果、数日後に社会復帰しました。

・安曇野市堀金の屋内運動場では、50代男性

がテニスの練習中に突然倒れて心肺停止とな

りましたが、一緒に練習していた仲間や施設

の管理人６名が協力して、救急車の到着前に

AED（自動体外式除細動器）を使うなどの適

切な救命処置を行った結果、この男性も数日

後に社会復帰しました。

★応急手当普及啓発優良事業所表彰★

★救急救護協力者に感謝状を贈呈★

◆市村別の救急出場状況◆

市村別
松 本 市
塩 尻 市
安曇野市
麻 績 村
生 坂 村
山 形 村
朝 日 村
筑 北 村
高速道等
合　計

件数
6,391
1,511
2,483
144
54
172
100
193
20

11,068

◆事故種別の救急出動状況◆

事故種別
急 病
一般負傷
転院搬送
交通事故
自損行為
運動競技
労働災害
火 災
そ の 他
合　計

件数
7,207
1,523
1,022
930
118
73
66
46
83

11,068
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この広報紙は再生紙を使用しています。

松本地域の安心・安全を担う新たな運用を開始

ご理解・ご協力をお願いします。

１１９番通報時のお願い
「サイレンを鳴らさないで」
というお願いがありますが…

今年３月、通信指令システムの更新・消防救急無線のデジタル化

　松本広域消防局では、出動指令や災害活動に関する一連の活動を、正確かつ迅速に
実施することを目的とし、最新鋭の通信指令システムを導入しました。
　また、消防救急デジタル無線の運用開始により、秘匿性の確保やデータ通信を活用
することができるようになり、更なる消防体制の強化を図りました。

　消防車・救急車は、緊急の際、赤色回転灯の点灯とサイレンの吹鳴が義務付けられ
ており、現場へ早く安全に到着するためにサイレンを鳴らさずに走行することはでき
ません。


